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福島　博先生を追悼する

日本の珪藻学を牽引してきた福島　博先生が，2022
年 8月 30日に逝去された。福島先生は 1924（大正 13）
年 2月 2日に，奈良県にお生れになられた。享年 98歳
であった。お元気に晩年を過ごされていて，どこも悪い
ところはなく老衰であった。
地主の長男として育ち，教育熱心な父親の勧めで，昭

和 19年 4月，東京文理科大学（名称変更，東京教育大
学，現筑波大学）に入学し，昭和 27年 9月に大学院博士
課程満期終了した。弟君は東北大学を卒業され工学部助
教授から，広島大学工学部教授になられた。研究者兄弟
であった。
大学時代の指導教官は菌類学が専門であったが，珪藻

学を兄弟子の故小林　弘先生（東京学芸大学教授）と共
に学んだ。晩年は腰痛に悩まされたが，「大学院時代，冬
に暖房もない寒い部屋で過ごしたのが原因だ」と言われ
たことを記憶している。
昭和 28年 4月に，横浜市立大学文理学部助教授とし

て赴任した。その頃，福島先生は多くの山岳湖沼の藻類
分布調査を行っていたが，夏に残る雪渓に赤い雪と緑に
染まる雪渓藻があることに気づき調査して，1952年に
「日本に於ける赤雪と緑雪に就て」を報告した（業績参
照）。この報告が縁で，1958～59年，「宗谷」の時代の第
3次南極地域観測隊の生物担当夏隊員になった。帰国し
た 1959年 6月に，宮中華蔭亭で昭和天皇に，南極地域
の生物について「御進講」をされた。
この頃，各大学で探検的学術調査が行われた。1959
年には，横浜市立大学に探査会が設立され，山岳部（OB
を含む）と合同で，知床半島・未踏夏季縦走調査隊が結
成されて，先生は隊長となり知床半島湖沼の調査を行っ
た。この時に筆者は 1年生で参加し，福島先生と行動を
共にし，「標本を見ないか！」と，誘われて珪藻学に関わ
ることなった。
福島先生は，続いて第 5次夏隊員になり，昭和基地
周辺の露岩地帯の湖沼の珪藻分布を論文にまとめた。
1963～72年まで日本学術会議南極特別員会の委員にな

り，南極地域観測隊の運営に関わり，昭和基地内の生物
観測室や「しらせ」の船内の生物観測室の設計などをさ
れた。1962～63年南極条約オブザーバーとして米国マ
クマード 基゙地を視察した。1967年南極地域観測が再開
された第 7次観測隊で，夏隊員として，「しらせ」の処女
航海で，再度昭和基地での生物調査を行った。1952年
からの雪渓に生育する藻類を，氷雪藻としてまとめられ
て，1963年に「Studies on Cryophytes in Japan」の研究
論文により，東京教育大学より博士号を取得された。

1966年 4月に文理学部教授になった。横浜市立大
学に赴任されてから，日本の珪藻に関する報告から，
種，属ごとの生育地をまとめる研究をされて，「日本新
産淡水藻類―Les algues d’eau douce observées pour la 
première fois au Japon」を横浜市立大学紀要（学術論
文）に掲載していった。この研究を進めた後に，珪藻組
成から河川の環境を判断する手法，生物学的水質判定
（1968）に関する報告が多くなった。

1971年の「阿賀野川の水銀事件裁判の被告側証人と
しての調査結果の報告」が，後年，学生や教職員のなか
で問題になり，先生の研究姿勢などが問われて，1978年
に横浜市立大学を退職した。
筆者は，この騒動は，某教授の学生や教職員を巻き込
んだ福島先生排斥陰謀と，今でも思っている。
幸い，翌年 1969年 4月に，東京女子体育大学教授に

赴任した。先生は，引き続河川の生育環境と珪藻組成の
調査研究を続けられ，一般教育の生物学を教え，教壇に
立たれた。福島先生は，おおらかに研究教育指導をされ
て，指導を受けた学生達は，多くの研究教育機関や上水
道・下水道の研究職に就いている。この分野の学生や院
生の指導を絶たれた先生の御気持ちを思うと無念な気持
ちになる。
東京女子体育大学におられた先生にお会いした時，

「静かな学内で授業も楽しい。大学に近いところで，一
人住まいも，いいもんだよ」と，微笑まれた。
この頃より，学会活動に多く関わり，1979年より日

本水処理生物学会の事務局を引き受けられ，1979年に
副会長に就任され，1996年まで事務局活動をされた。
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東京女子体育大学の教え子らによる傘壽のお祝いの会， 
福島先生と小林先生を囲んで
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1992年 3月に東京体育大学を定年退職された。この頃
から日本珪藻学会の小林　弘会長に協力し，1996年に
日本珪藻学会の会長になり事務局を担当した。
福島先生は，1990年代より，南極観光講師を 6回担当
し，チリから出航し，南極半島地域の陸地で藻類調査を
した。北極観光講師も 4回行い，サハリン海域の沿岸の
藻類調査をされた。

2015年（90歳）頃から腰痛があり，国内でも調査活
動が難しく，手元にある標本試料を顕微鏡で見る毎日で
あった。
晩年の数年間は，教え子の木村　努氏と Navicula属
に関する図鑑（内田老鶴圃刊行）の作成に専念され
た。この図鑑は木村氏にとって執念の図鑑でもあった。
2018年，木村氏も闘病中でありながら，二人で東京の内
田老鶴圃の内田　学社長に打ち合わせに出掛けた。内田
さんは，売れるかと刊行を迷われたそうであるが，お二
人が会社に来られて刊行を決断された。
福島先生が採取された標本は，報告された論文の別刷

と共に，国立科学博物館に保存されている。福島先生の
蔵書のなかで全ての洋書は，国立科学博物館に寄贈され
た。
福島先生は，晩年のお手紙では，「福嶋　博」とサイ

ンされていた。このことの理由を尋ねた時に，「戸籍上

は福嶋であるので，私的な文には福嶋とサインをしてい
る」と言われた。
波乱万丈の人生を送られた福島　博先生のご冥福を，
心よりお祈り申し上げます。

 高知大学名誉教授　大野正夫
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小林艶子先生の思い出

小林艶子先生は，横浜市立大学理学部において福島　
博先生と共に珪藻学の研究をされ，教育面でも多大な貢
献をされました。平成 30年（2018年）11月 19日に逝
去されました。
「あなたねぇ，…なさいよ！」
艶子先生のあのお声が心に響いています。「…」のとこ

ろは，「詰めをもう少ししっかりし」であったり，「今の
テーマの研究，がんばってつづけ」であったり，お叱り
と励ましの言葉に母のような優しさと厳しさを感じてい
ます。
艶子先生に初めてお会いしたのは，奈良で開催され

た「日本珪藻研究者の会」第 1回大会（1980年 1月 20
日）のこと。先生のお名前が私の母と同じであったこと
から，お会いした当初から親しくお話をさせていただく
ことができました。それ以来，珪藻学会大会・研究集会
でお会いするたびに，冒頭のような声掛けをしてくださ
り，そのたびにずいぶんと励まされたものです。
故根来健一郎先生の下で珪藻の研究を始めたころ

（1970年代なかば），艶子先生に出会いました，といって
も文献上でのこと。根来先生からお借りした多数の別刷
りのなかに一篇の論文がありました。「小林艶子．1957，
塩原温泉のケイ藻．植物学雑誌 70：232–237」です。那
須塩原市（栃木県）の箒川の清流に沿った塩原温泉郷の
珪藻を対象とした，福島　博先生（横浜市立大学助教
授）の指導の下で行われた研究です。最初に，8つの分
類群の丁寧に細部まで描かれたスケッチが目にとまりま
した。それぞれの温泉がどのような水質を有し，そこに
どのような珪藻群落が認められたか，また，日本新産種
（6分類群）および日本の温泉新産種（11分類群）につ
いてもまとめられています。そして論文の後半には主要
な 8つの分類群の分布・生態についての情報が記述さ
れ，出現した全 55分類群のリストが最後に記されてい
ます。この論文から，珪藻研究におけるひとつのスタイ
ルを学びました。論文中で直接述べられているわけでは
ありませんが，種同定の困難さと種同定ができたときの
喜び，研究の愉しみが窺えます。当時，私自身が目指し

た汽水域の珪藻研究にも通じるところです。
珪藻を顕微鏡下で観察して誰もが感じること，それ
は，蓋殻にかかわる諸珪質が示す変異の多様さではない
でしょうか。種同定の正確さを追求すればするほど，あ
る個体群が示す変異についての理解が必要になります。
艶子先生は，その点に徹底的にこだわりました。その
ことがよく表れているのが 1963年の 2篇の論文です。
ひとつが，Surirella ovata Kütz. var. pinnata （W.Sm.） 
Brun（＝Surirella minuta Bréb. ex Kütz.）についての論
文（Ko-Bayashi, T., 1963, Bot. Mag. Tokyo 76：203–205）
であり，他のひとつが，無機強酸性水域におびただし
く産し，しばしば純群落を形成する Pinnularia braunii 
（Grunow） Cleve sensu Ko-Bayashi 1963（＝Pinnularia 
acidojaponica M.Idei & H.Kobayasi）の変異を扱った論
文（Ko-Bayashi, T., 1963, Bot. Mag. Tokyo 76：455–468）
です。Surirella論文では，大湯川（秋田県）の試料から
308個の蓋殻を写真撮影し，とくに殻型の変異に着目し
て「基本型は両側縁が平行な型と考えられ，この型から
中央部がやや湾入した型や，頭極より足極が急に細く
なる型や，両側縁が湾出する型ができたと考える。」と
し，その変化の様子を顕微鏡写真とともに説明していま
す。また，Pinnularia論文では，酢川（山形県）におい
て pHがそれぞれ異なる 3地点（pH＝1.4, 1.8, 2.1）で採
集した試料から，180個の蓋殻をアトランダムに写真撮
影し，蓋殻の諸形質の変異を調べるとともに，3地点か
らそれぞれ約 300個体を測定し，蓋殻のサイズや殻型と
生育環境（pH）との関連について研究しました。その結
果，蓋殻の殻型の変化について，84個の蓋殻写真を殻長
が長くなる順で配置することで示したうえで，P. braunii 
var. amphicephala （Mayer） Hust., var. amphicephala for-
ma nipponica Skvortzowとされてきたものは，いずれも
P. braunii var. brauniiのシノニムにすべきと結論しまし
た。また，蓋殻のサイズや殻型と生育環境（pH）との関
連については，両者間に一定の関係が認められないこと
を明らかにしました。
これら二つの研究に共通するのは，珪藻という自然に
真摯に向き合う姿勢，深い探究心だと思います。私の脳
裏には，この，とくに 84個の Pinnulariaの蓋殻写真が
焼きついています。
「あなたねぇ，一つの分類群の本質を知るためには，こ
んな風に徹底的に調べ尽くしなさいよ！」
艶子先生のあの優しくもあり厳しくもあるお声が，聞
こえてきます。しかし，今となっては，もはやあのお姿
を拝見することも，お声をお聞きすることも叶いませ
ん。艶子先生のご冥福を心よりお祈りするとともに，珪
藻研究の道を示してくださったことに対する感謝の気持
ちをお届けします。

 紀の国珪藻研究所　後藤敏一
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福島　博・小林艶子両先生の標本資料および図書と業績について

私が国立科学博物館に勤めはじめて間もない頃，珪藻
学会でお会いした福島　博先生に標本を当館に寄贈して
頂けないかとお話ししたことがある。福島先生は，残
された時間を一本でも多くの論文を書くことに使いた
く，標本整理の時間がもったいないので自分が死んだ後
はそれらを破棄したいと話された。当時でも 70代後半
であった先生の研究に対するもの凄い気迫・執念を感じ
たのを覚えている。この様な気迫・執念は，戦争を経験
された同世代の研究者独特の雰囲気とでもいうのだろう
か？思い出すだけで，身の引き締まる思いがする。その
時に隣におられた小林艶子先生が「収集にお金もかかっ
ているので，そんな無駄なことを言ってはいけません」
と柔らかく諭された事もあり，標本整理は出来るだけ国
立科学博物館側で行うことを条件に標本の寄贈を引き受
けることになった。2009年頃の話である。その後，複
数次にわたって標本・資料を，さらには蔵書類について
も大野正夫氏の協力も得て，国立科学博物館植物研究部
で引き受けることになった。
両先生は研究パートナーとしてほとんどの研究を一緒

にされており，小林先生のご自宅に藻類研究所を開設さ
れていた。そのため，標本や蔵書に関しては福島先生の
ものが大部分ではあるが，小林先生のものが一部含まれ
ている。最終的にお引き受けしたときには，小林艶子先
生が高齢者施設に入られていたため，ご家族の了解を頂
き両先生の標本・図書等を合わせて寄贈頂いた。両先生
のものの区別が明確についていないこともあり，小林
先生には申し訳ない部分もあるが「福島　博コレクショ
ン」として一括管理している。

1970年代の社会状況の中で福島先生の研究そのもの
が否定され，渡辺仁治先生の珪藻指標研究もその後大き
な批判を浴びた。この事が，特に藻類研究において，基
礎研究である分類学と指標生物や水処理などといった応
用研究の間に大きな溝を作った。当時の日本は珪藻を用
いた指標性の研究で世界の最先端を走っていたが，現在
の日本では珪藻指標を研究対象とする人でさえ絶滅寸前
である。また，応用の人たちが使う学名が，分類研究者
の使う学名と乖離をしたのも，この事が原因の一つであ
ると感じている。戦争と学生運動を経験された先達が鬼
籍に入られたあと，現在を生きる私たちが乗り越えるべ
き課題として残っている。
最後に，福島先生の研究がデータ主義であったことを

指摘しておきたい。元データを論文等で完全に公開して
いたことで，再解析によって批判を受けることになっ
た。その後の研究でも多くの標本を用いて丁寧な形態比
較と計数によって地域のフロラを報告されてきた。その
様な元データを大切にする姿勢の重要性は現代でも失わ
れていないはずである。

標本類
標本類は 3回にわたってお引き受けした。受託され

た全国各地の水域の試料などでラベルが不完全なものも

多く，整理は難航している。南極をはじめとした極地
調査の標本や全世界からの標本が含まれている。2022
年 11月末現在までに液浸標本 30,891点，スライド標本
5,259点について，標本整理がすんでいる。整理がすん
だ標本については当館の標本・資料統合データベース
（http://db.kahaku.go.jp/webmuseum/）の「微細藻類」の
中で順次公開予定である。実際には研究ノートなどから
探せることもあるので興味のある方は問い合わせを頂き
たい。福島先生の所有標本には，兄弟子の藤沢六馬氏の
標本が含まれている。福島先生によると藤沢さんから当
時貴重であったガラス標本瓶を使うようにと標本が入っ
た瓶を分けて頂いたそうである。半分程度は中身を捨て
て自分の標本瓶に使われたそうだが，幸いにも残った標
本には戦中に開拓され消失した京都の「巨椋池」や北方
領土の標本等，戦前の多くの標本が含まれ，日本で最も
古いコレクションである。

蔵書
国立科学博物館植物研究部では，本年亡くなられた山
岸高旺先生や平野實先生などの藻類研究者の蔵書を幅広
く引き受けてきた。福島　博・小林艶子両先生の蔵書に
ついても個人文庫を作らずに一般図書と合わせて収蔵し
ている。福島　博先生は文献に対する思い入れが人一倍
強く，1955年に出版された「日本淡水藻類目録」は，初
期の淡水藻類研究者にとってバイブルだったと私の前任
の渡邉眞之氏から聞いている。残念ながら当館も収蔵ス
ペースの制限により，既存収蔵書籍との重複を引き受け
ることは困難で（貴重なものは最大 3冊），お引き受け
できたものは全体の 4分の 1にも満たなかったと思う。
正式に受け入れ登録したものは 706件であるが，報告書
などについては未登録資料として私の研究室に受け入れ
ている。登録図書の中には 1817年に出版された von D. 
Christian-Ludwig Nitzschの本や探検航海時代の各種報
告書など日本では公的図書館に登録されていなかった貴
重書が多数含まれている。それらについては，国立科学
博物館図書室のウェブページ（https://lib.kahaku.go.jp/
drupal/）から検索できる。

業績一覧
福島先生の業績一覧についてはご本人によってまとめ
られたものが存在しなかったので，私の方で後藤敏一・
大塚泰介両氏をはじめ多くの方々の協力を得て新たに作
成した。神奈川県発行の「藻類植生と水質汚濁」シリー
ズなどの行政資料にも多数の記事を記しているが，それ
らの多くは割愛した。同様に，各地のアセスメントやモ
ニタリング報告書の多くも割愛した。小林艶子先生につ
いては，在職中の業績一覧をご本人が作成されていたた
め，それに追加修正した。両名の共著の業績が多いため
紙面の関係上，両名のものを合わせて公表する。行政資
料や報告書類の多くについては，その性質上当館の図書
室に正式に登録せず，研究室資料として扱っている。必

http://db.kahaku.go.jp/webmuseum/
https://lib.kahaku.go.jp/drupal/
https://lib.kahaku.go.jp/drupal/
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要があれば辻までお問い合わせ頂きたい。
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